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海底地下水湧出とは (SGD (Submarine Groundwater Discharge))

地下水が海底から湧き出す現象

水収支における位置づけ

陸から海への水の輸送経路

測定が困難なことから、近年まであ
まり定量的な研究が成されていな
かった

水の輸送量＝河川流出量の数%～10%程度

物質の輸送量＝水輸送量以上（50%程度？）

正確な水収支の解明

水の移動に伴う物質輸送量の解明

地下水の末端現象

そのほか湧出プロセスなど海底地下水湧出には未だ多くの不明な点が
残されている



目的

・ 海底地下水湧出の湧出プロセスの解明

・ 陸域から海洋への地下水湧出量の定量的評価

・ 新しい海底地下水湧出評価法の実験的試み
～海水面・海底面温度の測定よりSGDの評価～



調査方法・設置概要
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１．シーページメータによる海底
地下水湧出量の定量的評価

２．CTセンサーによる湧出水
の電気伝導度・水温の測定

３．比抵抗法による海底下の
比抵抗値測定 → 失敗

４．光ファイバーケーブルによる
海底面温度測定

５．温度センサーによる海底
下5cm深度の温度測定



比抵抗測定機器（地球研）

光ファイバー測定装置

比抵抗測定機器（三重大）





６．赤外線熱画像による地表
面・海水面の広域温度測定



調査方法



調査方法



得られたデータ

・ 湧出水の水温データ（時系列）

・ 地下水湧出量データ（5地点（2地点は時系列データ））

・ 海底面の温度データ（時系列）

・ 海底下5cm深度の温度データ（時系列）

・ 地表面・海水面の広域温度データ

・ 湧出水の電気伝導度データ（時系列）

温度データ



測定結果
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測定結果
地下水湧出量



測定結果
湧出水の電気伝導度



測定結果
湧出水の電気伝導度



測定結果
湧出水の水温



測定結果
湧出水の水温



シーページメータ・CTセンサーの結果より

湧出水に含まれる地下水（淡水）再循環水（海水）の分離

SGD ＝ SFGD ＋ RSGD 

SGD × Csgd ＝ SFGD × Csfgd ＋ RSGD × Crsgd

湧出水 海水成分地下水成分

湧出水の電気伝導度 地下水の電気伝導度 海水の電気伝導度

・湧出水には陸域由来の地下水
に加え、海水が海底下にいった
ん潜り、再び海洋中へと湧出する
再循環水が含まれる

再循環水（海水）

陸域由来の地下水

近年の研究結果より

湧出水＝陸域地下水＋再循環水



陸域由来地下水の湧出量 湧出量が大きい
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測定結果
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５．温度センサーによる海底下5cm深度の温度測定



測定結果





















































６．赤外線熱画像による地表面・海水面の広域温度測定
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６．赤外線熱画像による地表面・海水面の広域温度測定



温度と地下水湧出量の比較（干潮時）



温度と地下水湧出量の比較（満潮時）



まとめ

・ 海底からの地下水湧出量の定量的評価を行った

・ 潮間帯の先端より少し手前で、地下水湧出量が
高いことが明らかになった。

・ 温度を使った地下水湧出の評価法については今
後行っていく予定






